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令和２（２０２０）年度 ～ 
� 令和６（２０２４）年度

計画期間

日常的に（週１回以上）運動・スポーツをしている市民の割合� ５０．６％ ⇒ ６０％
運動やスポーツが好きな小中学生の割合� ８８．３％ ⇒ ９５％

目標達成のための成果目標（～２０２４年）

ス ポ ー ツ 推 進 の ３ つ の 柱
生涯スポーツの推進

　市民誰もがそれぞれのライフステージとレベルや志向に応じて気軽に
運動やスポーツを享受できるよう支援体制づくりを行い、関連する情報
を積極的かつ効果的に発信します。
　具体的には、さが桜マラソンをはじめ、東京２０２０オリンピック・パ
ラリンピック競技大会や国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会を
契機とする市民のスポーツとの関わり（する、みる、ささえる）を促す
取り組みを積極的に推進します。また、子どもと高齢者そして障がいの
ある人はもとより、ビジネスパーソンや女性におけるスポーツ環境のさ
らなる充実を図るべく、関係機関・組織と連携して教室や大会を開催し、
それらを支える指導者・支援者やボランティア等の養成及び資質向上に
も努めます。

ライフステージに応じたスポーツの推進
・子どものスポーツ推進
・ビジネスパーソン・女性のスポーツ推進
・高齢者のスポーツ推進
・障がい者のスポーツ推進
・地域のスポーツ活動の推進
・生涯学習や健康づくり等関連部局との連携

スポーツを支える人材の育成・支援
・地域スポーツに携わる人材の育成及び支援
・スポーツボランティアの養成及び支援
・スポーツボランティアの登録推進

スポーツによる「交流」の推進
・スポーツ合宿等の積極的誘致
・スポーツ大会やイベント開催による交流人口の拡大
・スポーツ情報の積極的な発信
・�他分野とのコラボレーションによるスポーツの魅力発信
・国際交流や経済団体等との連携

競技スポーツの推進
　スポーツにおける郷土の選手・チームの活躍は、市民に夢と希望と活
力を与えるとともに、スポーツ人口の拡大などスポーツの普及・推進に
つながります。そのため、スポーツ競技会や適正な指導（特に、ジュニ
ア期）の充実を図るため、スポーツ団体や関係機関と連携し、選手の発掘・
育成のための支援体制の整備を行うとともに各種大会への派遣・援助、
指導者の育成を行います。
　また、トップチームやアスリートによる技術指導を実施することで、
トップレベルの技術に触れる機会をつくり、市民の競技力の向上に努め
ます。

スポーツ指導者等の資質向上
・ジュニア期のスポーツ指導者の育成・支援
・�ジュニア期のスポーツ指導者の交流による資質向上及び保護者への啓発

競技力向上のための連携・支援
・アスリートの発掘・育成のための支援体制の整備
・トップチームやアスリートによる技術指導の実施
・大会（障がい者スポーツも含む）の開催支援
・全国大会等出場への支援
・（公財）佐賀市体育協会との連携
・�国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会実施
競技団体等との連携

スポーツ施設の整備と活用
　一人でも多くの市民がより快適にスポーツや運動に親しむことができ
るよう、スポーツ施設の現状を踏まえ、多様化するニーズを見極めなが
ら、市全体のスポーツ施設の適正配置を検討し、計画的な施設整備に取
り組みます。
　また、既存施設の有効活用や、管理運営の効率化とサービスの質の向
上に努め、誰もが利用しやすい、安全・
安心・快適なスポーツ環境を提供してい
きます。

スポーツ施設の整備・充実
・安全・安心・快適に利用できる施設の整備
・多様なニーズに対応できる設備の充実
・地域ごとの特色を活かした施設の整備
・�国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会
に対応した施設整備

スポーツ施設の有効活用
・指定管理者による管理・運営の充実
・利用しやすい施設予約システムの普及
・自主事業の充実による利用者の拡大
・学校体育施設の有効活用

市民誰もが、生涯を通じてスポーツに親しむことができ、いきいきと暮らしている目
標

（佐賀新聞社提供）

～スポーツで「私」が輝く！「地域」が輝く！～　　

（佐賀新聞社提供）

（イメージ図）



①生涯を通じてスポーツに親しめる社会の実現
　市民のライフステージに応じた健康・体力づくりを進めるため、誰もが、いつでも、どこでも、いつ
までもスポーツができる環境づくりを推進し、スポーツ実施者数を増やします。

②スポーツを通じた地域住民が主体となったまちづくり
　令和５（２０２３）年に本県で開催される国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会を契機として、スポー
ツに対する機運を高め、さらに、スポーツで地域住民がつながることで、共生社会、健康長寿社会の実現、
地域の活性化などを実現し、地域の課題解決に貢献します。そのために、各分野と連携しながら「スポー
ツによる好循環」を創出し、地域の活性化を図っていきます。

『スポーツ』を通じた
各分野との連携・協働

学校部活動
ＰＴＡ

市体育協会・競技団体
スポーツ推進委員協議会
スポーツ少年団
総合型地域スポーツクラブ
レクリエーション協会　他

自治会・老人会・公民館
まちづくり協議会

県
健康づくり課・高齢福祉課
障がい福祉課・教育委員会
協働推進課・公民館支援課  他

職場スポーツクラブ
ジム・フィットネスクラブ

地域住民
関係団体 行政

学校 企業

　「佐賀市スポーツ推進計画」の計画年度が令和元年度で最終年度となることから、これまでのスポーツ
推進の成果と課題を整理し、国の「第２期スポーツ基本計画」を参酌しながら、令和２（２０２０）年の東
京オリンピック・パラリンピックと、令和５（２０２３）年に本県で開催される国民スポーツ大会・全国障
害者スポーツ大会の開催を経験するこの５年間における本市のスポーツ推進の基本的方向性を示すもの
です。

策定の趣旨

スポーツ推進の方向性

令和２年３月

佐賀市地域振興部
スポーツ振興課

編集
・

発行

佐賀市大財三丁目１１番２１号　　
TEL：０９５２－４０－７３６０　FAX：０９５２－４０－７３７５
E-mail：sports@city.saga.lg.jp


